























































ていました (Chiyoda, et al. JCB 2012)。また同

















C 構成因子 APC6 と結合し、そのシャペロンと
して蛋白安定性に寄与することが知られていま
す。私達は LATS1 による cdc26 のリン酸化に
より APC6 と cdc26 間の結合が解離すること
を明らかにしています。現在、cdc26 リン酸化
による APC/C の活性変化ならびにその生理的
─ 47 ─
意義の解明を中心に研究を進めており、APC/C
新規制御機構の一端を明らかにしつつあると考
えています。
　最後となりましたが、本研究の遂行にあたり
大阪癌研究会より一般学術研究助成を賜りまし
たことを深くお礼申し上げます。今後も臨床へ
還元しうる質の高い研究を目標に努力を続けて
いきたいと思います。
＊慶應義塾大学医学部
　平成 24 年度一般学術研究助成金交付者
